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小学生との
議場懇談会

6/
（火）
17

　みんなで協
力し合う明るい町にみんなで協力し合う明るい町に　三川町役場議場に町内の小学6年生66名を迎えて、議会議員との懇談会が行われました。

各小学校で取り組んでいる活動目標の報告につづき、これからの町づくりへの提案や要望が述べられるなど活発な意見交換が行われました。　

命
の
安
全
が

　守
ら
れ
て
い
る
町

　道
路
の
除
草
や
く
ぼ
み
の

修
繕
と
見
え
づ
ら
い
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
の
対
策
な
ど
を
お
願

い
し
つ
つ
、
草
取
り
や
石
拾

い
な
ど
、
小
中
学
生
が
で
き

る
活
動
を
、
地
域
と
一
緒
に

実
施
し
て
は
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
ど
こ
で
も
は
っ
き

り
聞
こ
え
る
防
災
無
線
に
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

三
川
の
人
も
町
外
の
人
も

　盛
ん
に
交
流
す
る
町

　町
の
「
歴
史
ツ
ア
ー
」
や
、

菜
の
花
や
米
を
作
っ
た
り
す

る
イ
ベ
ン
ト
に
町
内
外
の
人

が
参
加
で
き
る
催
し
物
が
あ

っ
た
ら
、
町
の
良
さ
を
知
る

人
が
増
え
て
活
気
づ
く
と
同

時
に
「
地
産
地
消
」
も
進
み
、

農
業
に
も
良
い
効
果
が
期
待

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

　つ
な
が
る
町

　「パ
ル
ク
赤
川
」
な
ど
の

ポ
イ
捨
て
対
策
と
し
て
、
リ

サ
イ
ク
ル
や
自
然
環
境
の
こ

と
を
学
ぶ
場
や
分
別
が
で
き

る
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置

と
同
時
に
、
ご
み
拾
い
や
資

源
回
収
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
、

み
ん
な
で
行
う
流
れ
が
あ
る

と
良
い
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
不
用
品
を
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
持
ち
寄
り
有

効
活
用
す
る
な
ど
、
み
ん
な

が
つ
な
が
り
環
境
に
も
優
し

い
住
み
や
す
い
町
に
な
っ
て

い
け
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町

　痛
ま
し
い
事
故
や
悲
し
い

事
件
が
な
い
平
和
な
町
に
す

る
た
め
に
、
狭
い
道
路
の
改

善
や
、
冬
期
間
の
県
道
の
歩

道
除
雪
を
し
て
ほ
し
い
。

　ま
た
、
交
通
安
全
標
語
を

地
域
で
募
集
し
町
内
会
に
掲

示
す
る
こ
と
で
、
交
通
安
全

に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　空
き
家
付
近
の
犯
罪
防
止

の
た
め
に
「
防
犯
カ
メ
ラ
」

を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

に
ぎ
や
か
で

　活
気
の
あ
る
町

　三
川
町
に
高
校
を
つ
く
る

こ
と
で
学
生
が
来
て
に
ぎ
や

か
に
な
り
、
三
川
町
を
好
き

に
な
る
人
が
増
え
る
こ
と
に

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
自
然
を
生
か
し
た

宿
泊
施
設
を
つ
く
っ
た
り
、

町
定
番
の
お
菓
子
を
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
ま
と
め
て
宣
伝

す
る
こ
と
で
、
も
っ
と
知

っ
て
も
ら
え
る
と
思
い
ま

す
。

み
ん
な
で
協
力
し
合
う

　明
る
い
町

　「み
か
わ
ん
」
の
人
形
や

稲
藁
を
使
っ
た
作
品
を
制
作

す
る
な
ど
の
活
動
を
通
し
て
、

地
域
の
人
た
ち
と
協
力
し
合

う
町
を
築
く
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
花
畑
や
フ
ラ
ワ
ー

ロ
ー
ド
づ
く
り
に
協
力
し
て

植
え
る
こ
と
で
関
わ
り
が
増

え
、
町
全
体
が
き
れ
い
で
明

る
く
な
り
、
こ
れ
を
ポ
ス
タ

ー
に
す
る
こ
と
で
、
協
力
す

る
気
持
ち
が
広
が
る
と
思
い

ま
す
。

加か
と
う藤

悠ゆ

あ愛

　
私
は
議
場
懇
談
会
を
と

お
し
て
、
準
備
の
時
に
は
、

町
を
良
く
し
て
い
く
た
め
に
グ
ル
ー
プ
で
話

し
合
っ
て
、
他
の
学
校
の
人
や
議
員
さ
ん
た

ち
に
な
っ
と
く
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
考
え

ら
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　
本
番
で
は
、
他
の
学
校
の
人
や
議
員
さ
ん

た
ち
の
話
を
メ
モ
し
た
り
で
き
て
よ
か
っ
た

で
す
。

　
自
分
が
発
表
し
た
と
き
、
は
き
は
き
と
元

気
に
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
生

か
せ
る
よ
う
に
考
え
を
深
め
て
い
き
た
い
で

す
。

佐さ
と
う藤

束つ
か
さ咲

　
私
は
こ
の
日
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
し
た
。
東
郷

小
学
校
か
ら
は
、
防
災
無
線
、
三
川
町
の
歴

史
ツ
ア
ー
等
の
思
い
を
伝
え
ま
し
た
。

　
そ
れ
ら
の
意
見
を
議
員
さ
ん
が
聞
い
て
、

直
接
答
え
て
く
だ
さ
る
の
で
、
一
緒
に
話
を

し
て
い
る
よ
う
で
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
ま
た
、
三
校
の
六
年
生
全
員
の
心
が
一
つ

に
な
っ
た
よ
う
で
楽
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
他
の
学
校
の
意
見
も
、
私
た
ち
で
は
思
い

つ
か
な
い
よ
う
な
内
容
で
し
た
。
と
て
も
貴

重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

ー
押
切
小
学
校

ー

ー
東
郷
小
学
校

ー
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　みんなで協
力し合う明るい町にみんなで協力し合う明るい町に　三川町役場議場に町内の小学6年生66名を迎えて、議会議員との懇談会が行われました。

各小学校で取り組んでいる活動目標の報告につづき、これからの町づくりへの提案や要望が述べられるなど活発な意見交換が行われました。　

住
民
の
声
に
対
応
す
る

　安
心
安
全
な
町

　住
民
の
困
り
ご
と
に
、
す

ぐ
に
対
応
で
き
た
ら
安
心
で

き
る
し
、
み
ん
な
で
ル
ー
ル

を
守
れ
ば
安
全
な
町
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

【
ア
イ
デ
ア
】「
子
ど
も
呼
び

か
け
隊
」
と
し
て
、
歩
行
者

に
優
し
い
運
転
を
し
て
も
ら

え
る
よ
う
旗
を
作
っ
た
り
、

ご
み
拾
い
を
し
て
安
心
・
安

全
な
環
境
を
作
り
た
い
。

み
ん
な
に
優
し
く

　助
け
合
う
町

　み
ん
な
が
互
い
に
優
し
い

気
持
ち
で
助
け
合
う
町
に
し

た
い
。

【
ア
イ
デ
ア
】
募
金
を
募
り
、

み
ん
な
が
利
用
で
き
る
タ
ク

シ
ー
や
バ
ス
を
走
ら
せ
た
い
。

【
ア
イ
デ
ア
】
お
年
寄
り
と

の
交
流
の
場
に
若
い
人
に
も

参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

発
信
し
た
い
。

特
色
を
生
か
し
た

　楽
し
い
町

　町
の
特
色
や
魅
力
の
発
信

と
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
楽

し
く
町
を
盛
り
上
げ
る
。

【
ア
イ
デ
ア
】「
米
祭
り
」
な

ど
農
業
体
験
会
を
開
く
。

【
ア
イ
デ
ア
】「
菜
の
花
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
」
と
し
て
、
テ
オ

ト
ル
で
町
の
歴
史
を
伝
え
る
。

【
ア
イ
デ
ア
】「
三
川
町
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
・
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
」
で
、
町
の
魅
力
を
知
っ

て
も
ら
う
。

德と
く
え江

凜り
ん

　
私
は
、
議
場
懇
談
会
に

参
加
し
横
山
小
学
校
の
児

童
会
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と
と
三
川
町
を

ど
ん
な
町
に
し
た
い
か
提
案
し
ま
し
た
。
私

た
ち
が
提
案
し
た
「
米
祭
り
」
を
今
年
行
う

と
聞
い
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
四
年
生
の
こ
ろ
社
会
福
祉
セ
ン
タ

ー
に
行
っ
た
時
の
こ
と
を
議
員
さ
ん
が
覚
え

て
い
て
く
だ
さ
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
こ
の
懇
談
会
で
、
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
で
考

え
た
こ
と
を
議
員
の
方
々
に
伝
え
ら
れ
て
よ

か
っ
た
で
す
。

ー
横
山
小
学
校

ー

児童会スローガン
「みんながわくわく、元気に過ごせる学校」

・けんかしたり相手が傷つく言葉を使ったりしない。
・ろうか歩行や学校ルールもみんなで守っていこう。
・ 対話を通して自分たちで課題を解決し、みんなが楽し

くなる学校づくりをがんばっていきたい。

児童会目標
「元気・思いやり、笑顔でつながる東郷っ子」

・ 「主体的」：何事にも「自分から」がんばることをここ
ろがける。

・ 「思いやり」「協力」：「みんなで」がんばることをここ
ろがける。

・ 自分から相手に明るいあいさつをしたり、進んで「ち
ょボラ」を行ったりすることで全校が笑顔になること
を目指しています。

押切スタンダード
「あいさつ・返事・後始末」

・あいさつは、相手に届くように心がけています。
・ 返事は、「はい」の後に小さい「っ」をつけて、言われ

てうれしい気持ちになるような返事を頑張っています。
・ 後始末は、見た目、中身もスッキリ、心もスッキリに

なるような後始末を頑張っています。

議員の感想
　町の現状にあった意見が多く、よく町のことを勉強し
てからの意見だなと感じました。
　小学生の皆さんとこうして議場でお話しできたことを、
私たち議員一同、とても嬉しく思っています。皆さんの
素直な疑問や率直な意見に、私たちも多くの気づきをも
らいました。
　「町のことを考える」というのは、大人だけの仕事では
ありません。皆さんのような若い声が、これからの三川
町をよりよくする大きな力になります。今日のこの時間
が、「自分たちにもできることがある」と思えるきっかけ
になっていたら、とても嬉しいです。
　どうか、これからも身のまわりのことに関心をもって、
思ったことを大切にしてください。そして、またいつか、
今日の経験を活かしてこの議場に戻ってきてくれたら、
こんなに嬉しいことはありません。 （副議長：鈴木重行）

学校でがんばっていること

押切
小

東郷
小

横山
小
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地域の未来を共に創る「議員と語る会」開催報告
6月11日テオトルに於いて「議員と語る会」を開催しました。多くの町民の方々 より参加いただき、貴重な意見を伺うことができましたので報告いたします。

認知症になるのが認知症になるのが
不安不安

小学校の空き教室で、高齢者と小学校の空き教室で、高齢者と
小学生のふれあいの場を小学生のふれあいの場を

防犯カメラを
設置して
安全な町に

子育て
支援の充実を

田んぼに
ゴミが
捨てられて
困る

補聴器の
購入に助成を 三川町の

PR を強化
するべき

高齢の独居世帯には高齢の独居世帯には
見守り体制の整備を見守り体制の整備を

町外へも行ける移動手段が欲しい町外へも行ける移動手段が欲しい
免許を返納するとどこにも行けない免許を返納するとどこにも行けない
現在のデマンド交通は不便現在のデマンド交通は不便
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地域の未来を共に創る「議員と語る会」開催報告
6月11日テオトルに於いて「議員と語る会」を開催しました。多くの町民の方々 より参加いただき、貴重な意見を伺うことができましたので報告いたします。

小学校の通学路の小学校の通学路の
安全確保を安全確保を

防災グッズの防災グッズの
配布の充実を配布の充実を

幅広い年代の
移住を促進
しては

防犯カメラを
設置して
安全な町に

子育て
支援の充実を

三川町も
給食を
無償に！

「
議
員
と
語
る
会
」

を
終
え
て

町
野
　
昌
弘
議
長

　
今
回
は
日
中
開
催
に
し
た

事
か
ら
か
、
こ
れ
ま
で
以
上

の
数
の
町
民
と
意
見
交
換
が

出
来
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
議
会
で
も
度
々

話
題
に
な
っ
て
い
る
公
共
交

通
問
題
や
空
き
家
問
題
に
つ

い
て
は
議
会
と
共
通
認
識
で

語
り
あ
え
た
と
思
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
子
育
て
に
対
す

る
行
政
の
姿
勢
が
少
し
後
ろ

向
き
と
の
意
見
も
あ
り
、
今

後
の
課
題
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

若者の雇用に力をいれて若者の雇用に力をいれて
流出を防ぐべき流出を防ぐべき
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第
３
回
議
会
定
例
会
は
６
月
４
日
か
ら
９
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
諸
般
報
告
５
件
の
後
、
専
決
処
分
３
件
、
令
和
７
年
度
補
正
予
算
４
件
、
条
例
改

正
２
件
、
事
件
案
件
１
件
、
人
事
案
件
10
件
が
上
程
さ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
一
般
質
問
は
８
人
の
議
員
が
町
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

666 月月月
定例会定例会定例会タウン三本木タウン三本木

補
正
予
算

一
般
会
計

　
５
３
１
７
万
３
千
円
を
増

額
し
、
55
億
１
５
１
７
万
３

千
円
と
し
ま
し
た
。
そ
の
後

追
加
提
案
に
よ
り
10
万
６
千

円
が
追
加
さ
れ
55
億
１
５
２

７
万
９
千
円
と
し
ま
し
た
。

（
主
な
質
疑
）

●
総
務
費

　
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

金
調
整
給
付
事
業
に
１
２
２

４
万
５
千
円
を
追
加

問
　
６
月
か
ら
全
世
帯
に
ク

ー
ポ
ン
券
を
配
布
し
て
の
事

業
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
新

た
な
事
業
な
の
か
。

町
民
課
長
　
昨
年
実
施
さ
れ

た
定
額
減
税
に
伴
う
も
の
で
、

令
和
６
年
の
所
得
が
確
定
し

た
こ
と
で
給
付
を
行
う
も
の

で
す
。

●
民
生
費

　
保
育
費
に
工
事
請
負
費
２

０
０
万
円
を
計
上

問
　
工
事
内
容
は
。

子
育
て
支
援
室
長
　
保
育
園

の
一
時
保
育
室
等
の
エ
ア
コ

ン
の
故
障
に
伴
い
、
夏
を
前

に
喫
緊
の
対
応
が
必
要
と
な

っ
た
た
め
で
す
。

●
農
林
水
産
業
費

　
山
形
の
う
ま
い
も
の
創
造

支
援
事
業
と
し
て
１
０
０
０

万
円
の
補
助
金
を
計
上

問
　
事
業
内
容
は
。

産
業
振
興
課
長
　
農
業
者
自

ら
行
う
６
次
産
業
に
向
け
た

取
り
組
み
の
た
め
に
必
要
な

機
械
の
導
入
に
対
し
て
支
援

す
る
も
の
で
す
。

問
　
こ
れ
ま
で
も
同
じ
よ
う

な
事
業
が
展
開
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
効
果
等
の
情
報
は

県
か
ら
あ
っ
た
の
か
。
　
　

産
業
振
興
課
長
　
県
か
ら
の

情
報
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
毎

年
、
追
跡
調
査
を
行
っ
て
状

況
の
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
商
工
費

　「
い
ろ
り
火
の
里
」
推
進

事
業
、
工
事
請
負
費
に
２
０

１
５
万
円
を
追
加

問
　
当
初
予
算
に
計
上
さ
れ

た
中
で
今
回
も
補
正
で
出
さ

れ
ま
し
た
が
、
今
後
も
発
生

す
る
の
か
。

企
画
調
整
課
長
　
老
朽
化
に

伴
う
修
繕
・
補
修
が
必
要
と

な
る
恐
れ
は
あ
る
と
思
い
ま

す
。

条
例
改
正

　
三
川
町
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
設

定（提
案
理
由
）

　
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業

に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、

育
児
を
伴
う
職
員
の
職
業
生

活
と
家
庭
生
活
の
両
立
を
支

援
し
、
部
分
休
業
の
取
得
形

態
の
多
様
化
等
に
対
応
す
る

た
め
。
　

　
三
川
町
特
別
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

（
提
案
理
由
）

　
国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執

行
経
費
の
基
準
に
関
す
る
法

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
い
、
選
挙
長
等

の
報
酬
額
の
改
定
等
の
た
め
。

故障中のエアコン故障中のエアコン
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好評 テオトルテオトル

読者の窓読者の窓

議会広報誌のよく読むページや気になる取り組みはあり
ますか？
議会広報誌は、隅から隅まで読ませてもらっています。
三川町や議会の様子がわかりやすく良い広報誌だと思い
ます。

議員の質問の意図や議論の内容が伝わる内容の記事にな
っていましたか。また、分かりづらい記事等はありまし
たか？
発言する議員の目線や意図する質問が住民にわかりやす
く、横文字を少なく分かりやすい文面で、公約実現と住
民目線を大事にした議員活動を希望します。

より読みやすい、手にとりやすい広報誌にするためには
どのような取り組みが良いかアドバイスをお聞かせくだ
さい。
字を大きく、写真やカットを多く
する。

議会への要望等があればお聞かせ
ください。
子育ての三川町と同時に高齢者が
多くなっている現状に対しての対
応や対策を考えてほしい。 阿部　紘一さん

（横山中）

●
土
木
費

　
移
住
定
住
促
進
事
業
に

２
７
０
万
円
を
追
加

問
　
テ
オ
ト
ル
タ
ウ
ン
の
好

評
を
受
け
て
、
人
口
減
少
対

策
と
少
子
化
の
中
で
今
後
の

宅
地
造
成
に
対
す
る
考
え
は
。

企
画
調
整
課
長
　
新
た
に
70

区
画
の
計
画
は
あ
り
ま
す
が
、

現
在
進
め
て
い
る
み
か
わ
産

業
団
地
の
状
況
と
近
隣
の
状

況
、
経
済
状
況
を
踏
ま
え
て

宅
地
造
成
の
時
期
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

消防積載車購入契約
名　　　称 消防積載車購入

契約の方法 指名競争入札による契約

契約金額 7,645,000円

契約の相手方
事業所所在地

山形県鶴岡市
美原町17番32号

商号または名称 株式会社大滝商会

人
事
案
件

人
事
案
件

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

･
五
十
嵐
晃
樹

（
青
山
）

･
黒
田
　
　
暢

（
横
川
）

･
石
栗
　
　
聡

（
横
川
）

･
大
川
　
里
美

（
上
町
）

･
齋
藤
　
　
学

（
落
合
）

･
大
沼
　
隆
一

（
東
沼
）

･
松
田
　
　
潤
（
成
田
新
田
）

･
菅
原
　
義
弘
（
押
切
中
町
）

･
佐
藤
　
裕
一

（
青
山
）

･
五
十
嵐
有
紀
子
（
押
切
中
町
）

今
回
か
ら
台
紙
位
置
2
ミ
リ
上
げ

造成中のみかわ産業団地（青山）造成中のみかわ産業団地（青山）

残り 1区画となった残り 1区画となった
テオトルタウン三本木テオトルタウン三本木
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︵
8
~
16
ペ
ー
ジ
ま
と
め
　
小
野
寺
　
正
樹
・
土
田
　
市
子
︶

　町政に関して議員が質問を行い、新たな
政策の提案や意見を述べ、時には是正を求
め、町政をより良い方向へ導くものです。

一般質問
とは…

佐竹 優子 議員 （9ページ）
●若者の声を町づくりへ
●人手不足解消に向けた支援を

砂田　茂 議員 （11ページ）
●特別障害者手当について
●放課後等デイサービスについて
○生理用品の常備について

小野寺 正樹 議員 （13ページ）
●不登校の子どもに対する対応策は
●三川独自の無形文化財を
○避難所における自主防災の役割は

小林 茂吉 議員 （15ページ）
●職員提案制度を生かせ
●災害ケースマネジメントと避難所運営について
○次期「Mターン戦略」について

6月4日、6日と9日に8人の議員が
以下の項目について質問しました。
●の内容を掲載しています。

町 政 を 問 う

土田 市子 議員 （10ページ）
●中学校冬季通学バスを町の運営に
●三川町指定文化財の活用と維持管理について
○にぎわいの町　誘客について

鈴木 淳士 議員 （12ページ）
●町外への移動支援策を
●「相続相談支援室（仮称）」の新設を

佐久間 千佳 議員 （14ページ）
●子どもまちづくり予算の創設を
●より住みやすいまちづくりを

志田 德久 議員 （16ページ）
●「パルク赤川」増水被害へ国の支援は
●「暑熱順化」への対応は
○防災対策について
○住民の通勤・通学の交通確保について

一
般
質
問

一
般
質
問

議会ホームページは
こちらから
（音声配信中）

6月定例会
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一
般
質
問�

―
町
政
を
問
う
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

佐
さ

竹
たけ

　優
ゆう

子
こ

  議員

若者の声を聞き、活躍する場を若者の声を聞き、活躍する場を

スキマバイトのアプリ活用で、
柔軟な働き方の選択にも期待

短時間でも

人手がほしい
好きな時間で

働きたい

スキマバイト募集

マッチング

スキマバイトのアプリ活用で、柔軟な働き方の選択にも期待

若者の声を町づくりへ
町長　意見交換と活動支援を検討する

問

若
者
の
地
元
定
着
と

回
帰
を
促
進
す
る
た

め
、
若
者
か
ら
広
く
意
見
を

集
め
、
具
体
的
な
ニ
ー
ズ
や

課
題
を
把
握
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
。

年
３
回
の
「
町
長
と

語
る
会
」
を
実
施
し

（
株
）
タ
イ
ミ
ー
と

の
協
定
締
結
に
至
っ

た
経
緯
は
。

人
口
減
少
等
で
労
働

力
の
確
保
が
年
々
困

難
に
な
っ
て
お
り
、
商
工
会

や
事
業
者
か
ら
「
短
時
間
で

も
、
ま
ず
は
働
き
手
を
確
保

を
し
た
い
」
と
の
切
実
な
意

見
も
多
く
あ
る
状
況
か
ら
、

タ
イ
ミ
ー
と
連
携
し
、
労
働

力
確
保
が
必
要
と
判
断
し
ま

し
た
。

町
内
事
業
者
と
求
職

者
が
得
ら
れ
る
メ

リ
ッ
ト
と
、
懸
念
さ
れ
る
課

題
は
。

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
若

い
世
代
は
参
加
し
て
お
ら
ず
、

課
題
と
し
て
認
識
し
て
い
ま

す
。

　
若
者
の
意
見
は
将
来
を
見

据
え
た
持
続
可
能
な
町
づ
く

り
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
意
見
交
換
す
る
機

会
の
創
出
や
活
動
の
支
援
を

検
討
し
ま
す
。

若
者
の
町
づ
く
り
へ

の
積
極
的
な
参
加
を

促
す
た
め
地
域
活
性
事
業
や

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
ア
イ
デ
ア

を
募
集
し
、
企
画
段
階
か
ら

参
加
す
る
機
会
を
提
供
し
て

い
く
考
え
は
。

納
涼
祭
は
若
者
団
体

が
企
画
段
階
か
ら
参

画
し
て
い
ま
す
。
中
高
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
来
夢

来
人
は
活
発
に
活
動
し
て
い

て
、
今
後
の
町
づ
く
り
へ
の

参
画
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

企
画
コ
ン
ペ
の
形
式

で
若
者
の
ア
イ
デ
ア

出
し
の
機
会
の
検
討
は
。

「
三
川
町
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
推
進
事

業
」
に
よ
る
団
体
の
公
益
事

業
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
活
用
の
う
え
、
自
主

的
に
企
画
立
案
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

タ
イ
ミ
ー
が
町
内
事

業
者
に
説
明
会
を
実

施
し
、
個
別
に
実
情
に
応
じ

た
業
務
「
働
い
て
ほ
し
い
時

間
」
と
「
働
き
た
い
時
間
」

と
を
マ
ッ
チ
ン
グ
で
き
る
た

め
町
内
事
業
者
と
求
職
者
の

双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。

　
一
方
、
事
業
者
の
課
題
と

し
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

と
し
て
労
働
者
に
支
払
う
報

酬
の
30
％
の
負
担
が
生
じ
る

た
め
、
利
用
を
躊
躇
す
る
可

能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

町
長

問問

問問

企
画
調
整

課
　
　長

町
長

町
長

町
長

ス
キ
マ
バ
イ
ト
で

　
　
　
　
　
働
き
手
確
保
の
推
進
を
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一
般
質
問�

―
8
人
が
登
壇
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

土
つち

田
だ

　市
いち

子
こ

  議員

望まれる町営バス運行へ

中学校冬季通学バスを町の運営に
教育長　国の基準で対応している

中
学
校
冬
季
バ
ス
運

行
に
関
し
保
護
者
の

負
担
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

町
で
も
多
額
の
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

考
え
方
は
。

冬
季
バ
ス
運
行
は
中

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
主
体

と
な
り
自
主
組
織
と
し
て

運
営
し
て
い
ま
す
。
町
は
保

護
者
の
経
済
的
負
担
軽
減

を
図
る
た
め
、
補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

バ
ス
運
行
を
町
直
営

で
行
う
べ
き
で
は
。

国
の
基
準
で
は
小
学

校
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

以
上
、
中
学
校
は
６
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
り
町

で
は
運
行
し
て
い
ま
せ
ん
。

バ
ス
運
行
会
社
へ
多

額
の
委
託
料
が
支
出

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
町
で
バ

ス
を
購
入
す
る
、
ま
た
は
町

の
運
営
と
す
る
考
え
は
。

町
の
支
援
を
継
続
す

る
考
え
で
あ
り
、
現

時
点
で
は
新
た
な
バ
ス
の
購

入
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

問問

誇
れ
る
町
の
宝
物
で

あ
る
指
定
文
化
財
を

「
み
か
わ
秋
ま
つ
り
」
で
展

示
す
る
な
ど
、
誰
で
も
親
し

む
よ
う
に
で
き
な
い
か
。

貴
重
な
地
域
資
源
で

あ
り
、
保
存
し
後
世

の
地
域
社
会
の
礎
と
し
て

伝
え
て
い
く
事
が
活
用
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
達
に
は
地
域
の

歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
学

ぶ
取
り
組
み
を
し
て
お
り
、

地
域
へ
の
愛
着
や
郷
土
愛

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
み
か
わ
秋
ま
つ

り
」
で
の
パ
ネ
ル
展
示
や
、

生
涯
学
習
情
報
誌
「
ま
な

び
ぃ
」
に
掲
載
し
P
R
し
て

い
き
ま
す
。

青
山
神
社
の
ハ
ル

ニ
レ
、
山
の
神
の
ケ

ヤ
キ
は
、
強
風
に
よ
る
倒
木

の
恐
れ
な
ど
予
想
さ
れ
る

が
、
一
個
人
で
の
維
持
管
理

は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。

問問

町
の
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員
が
年
に
一

度
一
地
区
に
お
い
て
巡
回

点
検
し
、
文
化
財
の
状
態
を

把
握
し
て
い
ま
す
。

　
修
理
等
に
多
額
の
経
費

を
要
し
、
所
有
者
が
そ
の
負

担
に
堪
え
な
い
場
合
に
は
、

町
の
予
算
の
範
囲
内
で
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

三
川
町
指
定
文
化
財
の
活
用
と

　
　
　
　
　
　
維
持
管
理
に
つ
い
て

教
育
長

教
育
長

問教
育
課
長

教
育
長

教
育
長

青山神社のパワースポット
ハルニレ

青山神社



令和 7年 7月 15日　第 170 号11

一
般
質
問�

―
町
政
を
問
う
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

砂
すな

田
だ

　　茂
しげる

  議員

4月に開設された
放課後等デイサービス「ハーモニー」

常時特別の介護が必要

特別障害者手当月額約3万円支給
町長　本町では７人が受給

特
別
障
害
者
手
当
の

支
給
状
況
は
。

精
神
ま
た
は
身
体
に

重
度
の
障
が
い
が
あ

り
、
日
常
生
活
で
常
時
特
別

の
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態

に
あ
る
在
宅
の
満
20
歳
以
上

の
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
手
当
は
、
町
が
受
付

を
行
い
県
が
支
給
す
る
も
の

で
、
令
和
６
年
度
は
、
７
人

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
役
割
と
重
要

性
は
。

障
が
い
の
あ
る
子
ど

も
た
ち
が
放
課
後
や

長
期
休
暇
時
に
安
心
し
て
過

ご
せ
る
場
所
で
、
日
常
生
活

や
社
会
性
の
ス
キ
ル
を
育
む

支
援
を
行
う
福
祉
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

　
専
門
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
個

別
支
援
や
学
習
・
療
育
の
サ

ポ
ー
ト
を
通
じ
て
、
子
ど
も

た
ち
の
発
達
を
促
し
、
成
長

と
将
来
の
自
立
を
支
え
る
と

と
も
に
、
保
護
者
の
負
担
軽

減
に
も
貢
献
し
て
お
り
家
庭

と
地
域
全
体
を
支
え
る
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い

る
児
童
生
徒
数
の
推
移
は
。

令
和
４
年
度
が
７
人
、

５
年
度
が
10
人
、
６

年
度
が
14
人
、
直
近
の
４
月

末
現
在
は
17
人
で
、
年
々
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

が
受
給
し
て
い
ま
す
。

月
額
２
万
９
５
９
０

円
が
支
給
さ
れ
る
こ

の
制
度
を
知
ら
な
い
た
め
、

申
請
し
て
い
な
い
現
状
も
あ

る
が
検
証
し
て
は
。

制
度
を
知
ら
な
い
町

民
も
い
る
と
推
測
さ

れ
ま
す
。
広
報
等
も
含
め
て

ど
ん
な
発
信
が
有
効
か
検
討

し
ま
す
。

増
加
傾
向
の
要
因
は
。

早
期
発
見
と
支
援
体

制
が
整
備
さ
れ
学
校

で
も
障
が
い
の
可
能
性
が
あ

る
子
ど
も
へ
の
対
応
が
強
化

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
以
前
は
落
ち
着
き
が
な
い

と
い
う
だ
け
で
判
断
さ
れ
て

町
長

問

問

問

問

い
た
も
の
が
障
が
い
と
い
う

か
た
ち
で
見
直
さ
れ
支
援
を

受
け
る
機
会
が
増
え
た
こ
と
。

　
ま
た
障
が
い
を
隠
さ
な
い

と
い
う
社
会
情
勢
、
核
家
族

化
や
共
働
き
世
帯
の
増
加
に

伴
い
、
就
業
時
間
中
は
施
設

か
ら
み
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
家
庭
が
増
加
し
て
い
る
な

ど
の
社
会
構
造
の
変
化
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

問

　
障
が
い
児
の
学
童
保
育

健
康
福
祉

課
　
　長

健
康
福
祉

課
　
　長

町
長

健
康
福
祉

課
　
　長



令和 7年 7月 15日　第 170 号 12

一
般
質
問�

―
8
人
が
登
壇
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

町外への移動支援ができるのでは
町長　今後は具体的な方策を検討したい

鈴
すず

木
き

　淳
じゅんし

士  議員

た
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
町

内
会
に
よ
る
無
償
運
送
は
、

町
外
運
行
が
可
能
で
あ
る
と

の
こ
と
で
し
た
が
所
見
は
。

地
域
公
共
交
通
に
つ

い
て
は
住
民
福
祉
の

観
点
か
ら
対
応
を
求
め
て
き

た
経
緯
が
あ
り
、
関
係
事
業

者
と
の
調
整
を
図
り
な
が
ら
、

い
ま
提
案
さ
れ
た
方
向
に
進

町
長
に
対
し
て
「
通

院
等
の
為
、
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
で
鶴
岡
に
行
け

る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」
と

要
望
し
ま
し
た
が
、
制
度
的

に
無
理
と
の
返
答
だ
っ
た
と

相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

　
町
外
へ
運
行
で
き
な
い
理

由
は
。

庄
内
全
域
で
構
成
す

る
「
地
域
公
共
交
通

会
議
」
に
お
い
て
、
民
間
運

送
事
業
関
係
者
か
ら
の
理
解

が
得
ら
れ
ず
、
町
外
運
行
が

で
き
な
い
状
況
を
説
明
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

調
べ
た
と
こ
ろ
、
三

川
町
は
「
交
通
空
白

地
帯
」
と
し
て
、
病
院
等
特

定
の
目
的
地
指
定
に
よ
る
町

外
運
行
が
可
能
で
あ
り
、
ま

問問

相
続
登
記
の
費
用
軽

減
を
図
る
た
め
に
も
、

登
記
申
請
の
解
説
や
戸
籍
に

基
づ
く
助
言
な
ど
を
行
う
相

談
支
援
室
を
設
置
し
て
は
。

葬
儀
等
が
終
了
し
た

の
ち
来
庁
い
た
だ
き
、

相
続
登
記
に
必
要
と
な
る
戸

籍
に
つ
い
て
解
説
し
た
り
、

町
長

問

問 法
務
局
に
相
談
で
き
る
こ
と

な
ど
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

先
々
代
の
相
続
登
記

が
未
了
の
方
々
に
対

し
て
何
ら
か
の
対
応
策
が
必

要
で
は
。相

続
登
記
に
代
わ
る

「
相
続
人
申
告
登
記

制
度
」
も
あ
り
ま
す
。

む
よ
う
、
し
っ
か
り
と
対
応

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
に

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
た
一

方
、
介
護
保
険
事
業
の
通
所

介
護
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
福
祉
セ
ン
タ
ー

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
拠

点
で
あ
り
、
こ
の
通
所
介
護

を
以
前
の「
ふ
れ
あ
い
広
場
」

に
戻
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
か
ら
送
迎
サ
ー
ビ

ス
に
協
力
い
た
だ
い
て
は
。

社
会
福

祉
協
議

会
並
び
に
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
職
員
と
協
議
し
な

が
ら
対
応
を
考
え
て
い
き
ま

す
。

町
長

期
限
迫
る
相
続
登
記
に
支
援
策
を

町
長

町
民
課
長

副
町
長

（
社
会
福
祉
協
議
会
副
会
長
）

問
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一
般
質
問�

―
町
政
を
問
う
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

小
お

野
の

寺
でら

 正
まさ

樹
き

  議員

横山八幡神社の獅子舞

不登校の子どもへの対応策は
教育長　また明日来たくなる学校に

不
登
校
や
抑
う
つ
症

状
の
子
ど
も
が
全
国

的
に
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

三
川
町
の
現
状
は
。

全
国
平
均
と
し
て
在

籍
児
童
生
徒
に
占
め

る
不
登
校
の
割
合
は
3
・

7
％
で
あ
り
、
本
町
で
も
全

国
平
均
と
ほ
ぼ
同
じ
割
合

で
存
在
し
て
い
る
現
状
で
、

問

そ
の
状
況
に
心
を
痛
め
て

い
ま
す
。不

登
校
を
減
ら
す
対

応
策
は
。

教
室
に
向
か
う
こ
と

が
で
き
な
い
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
、
保
健
室
登

校
な
ど
の
ほ
か
、
小
学
校
で

は
特
別
支
援
学
級
支
援
員

が
別
室
教
室
と
し
て
対
応

獅
子
舞
を
は
じ
め
と

す
る
伝
統
文
化
に
つ

い
て
今
後
も
継
承
す
る
た

め
三
川
町
と
し
て
守
る
べ

き
で
は
。地

域
内
で
ど
の
よ
う

に
実
施
・
継
承
さ
れ

て
い
る
か
、
ま
た
そ
の
文
化

財
が
持
つ
歴
史
的
・
文
化
的

な
価
値
が
ど
れ
ほ
ど
高
い

か
が
評
価
さ
れ
る
こ
と
で

得
ら
れ
る
支
援
も
あ
り
ま

す
。

　
そ
の
一
方
で
、
登
録
後
の

維
持
管
理
や
活
動
の
継
続

に
関
す
る
地
域
と
し
て
の

責
務
も
伴
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
活

動
団
体
の
意
向
を
考
慮
す

る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て

い
ま
す
。全

国
的
に
お
国
言
葉

が
消
滅
の
危
機
に
進

ん
で
い
る
な
か
、
方
言
は
三

川
町
と
し
て
守
る
べ
き
地

域
の
宝
だ
と
思
い
ま
す
が
、

無
形
文
化
財
と
し
て
登
録

し
て
は
。方

言
は
地
域
の
歴
史

や
風
土
、
生
活
様
式

を
反
映
し
て
お
り
、
地
域
住

し
て
い
ま
す
。

　
中
学
校
で
は
教
育
相
談
室

を
別
室
教
室
と
し
て
、
１
日

４
時
間
非
常
勤
の
先
生
を
配

問 問

民
に
と
っ
て
は
大
切
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
方

言
を
守
る
こ
と
は
、
地
域
文

化
の
継
承
に
と
っ
て
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
方
言
が
持
つ
独

自
性
や
伝
承
の
方
法
、
地
域

社
会
に
お
け
る
役
割
な
ど
を

詳
細
に
示
す
必
要
が
あ
り
、

多
角
的
な
視
点
か
ら
評
価
が

求
め
ら
れ
、
現
時
点
で
は
方

言
を
無
形
文
化
財
と
し
て
登

録
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考

え
ま
す
。

置
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や

家
庭
で
自
学
が
で
き
る
よ
う

整
備
し
な
が
ら
支
援
し
て
い

ま
す
。

教
育
長

問教
育
長

三
川
独
自
の
無
形
文
化
財
制
定
を

教
育
長

教
育
長
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一
般
質
問�

―
8
人
が
登
壇
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

佐
さ

久
く

間
ま

 千
ち

佳
よし

  議員

空き家管理は適正に
（※イメージイラスト）

子どもたちの思いを予算に
（小学生との議場懇談会より）

子どもまちづくり予算の創設を
教育長　試験的に実施する

三
川
の
課
題
解
決
や

将
来
へ
の
思
い
を
具

現
化
す
る
た
め
、
子
ど
も
に

使
途
や
目
的
を
決
定
し
て

も
ら
う
「
子
ど
も
ま
ち
づ
く

り
予
算
」
を
創
設
し
て
は
。

子
ど
も
達
が
地
域
社

会
に
対
し
て
持
つ
思

い
や
意
見
を
反
映
さ
せ
る

こ
と
は
、
子
ど
も
の
成
長
や

未
来
の
町
づ
く
り
に
非
常

に
重
要
な
要
素
で
す
。

　
ま
ず
は
、
今
年
度
や
来
年

度
、
既
決
の
予
算
等
を
活
用

し
て
小
規
模
な
実
践
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
モ
デ
ル
校

を
指
定
し
、
新
し
い
取
り
組

み
や
手
法
を
試
験
的
に
実

施
し
て
効
果
や
課
題
を
検

証
し
ま
す
。

空
き
家
対
策
の
強
化

は
。

昨
年
度
よ
り
個
別
事

案
へ
の
相
談
体
制
を

強
化
し
、「
老
朽
危
険
空
き

家
等
解
体
促
進
補
助
事
業
」

の
活
用
で
、
２
件
の
解
体
に

至
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
相
続
放
棄
で
管
理

す
べ
き
者
が
存
在
し
な
い
事

案
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
空

家
法
に
基
づ
く
措
置
も
視
野

に
入
れ
た
対
応
を
、
他
自
治

体
の
先
行
事
例
や
関
係
機
関

か
ら
の
情
報
収
集
を
踏
ま
え

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

「
三
川
ふ
る
さ
と
学

習
」の
効
果
と
課
題
は
。

こ
の
取
り
組
み
は
子

ど
も
た
ち
が
三
川
を

問

既
存
集
落
の
維
持
発

展
策
は
。

町
内
会
の
活
性
化
と
、

円
滑
な
組
織
運
営
を

支
援
す
る
た
め
、
町
内
会
総

合
交
付
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
地
域
の
抱
え
る
課

題
を
解
決
す
る
た
め
に
「
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事

業
」
や
、
町
職
員
を
地
域
に

派
遣
す
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
支
援
員
派
遣
事
業
」
で

自
治
活
動
に
対
す
る
助
言
を

行
う
体
制
を
と
っ
て
お
り
、

引
き
続
き
こ
れ
ら
の
事
業
で

支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問

問

町
長

教
育
長

問

知
り
、
理
解
し
、
愛
着
を
持

つ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
て
、

地
域
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ

と
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
が
抱
え
る
課
題
を
理

解
し
、
解
決
に
貢
献
し
た
い

と
い
う
意
識
が
育
ち
、
将
来

の
進
路
を
考
え
る
き
っ
か
け

と
な
り
、
仕
事
へ
の
興
味
関

心
も
高
ま
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
一
方
、
授
業
時
間
の
確
保
、

時
間
配
分
の
調
整
が
課
題
で

す
。

教
育
長

よ
り
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を

町
長
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一
般
質
問

―
町
政
を
問
う
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

小
こばやし

林 茂
しげよし

吉  議員 窓口に職員提案で設置された座机

自分たちの命は自分たちで守る

職員提案制度を生かせ
町長　制度を継続すべきか検討する

職
員
の
自
由
な
発
想

に
基
づ
き
、
行
政
事

務
の
効
率
化
、
町
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
、
職
場
の
活
性
化

が
期
待
さ
れ
る
制
度
の
活
用

状
況
は
。直

近
の
５
年
間
で
、

令
和
６
年
度
の
提
案

は
１
件
で
す
が
、
日
常
的
な

町
長

問

打
ち
合
わ
せ
や
フ
ロ
ア
会
議

な
ど
を
通
じ
て
意
見
交
換
や

提
案
さ
れ
る
状
況
で
も
あ
り

ま
す
。

職
員
へ
こ
の
制
度
が

理
解
さ
れ
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
。
職
員
一
人

ひ
と
り
が
積
極
的
に
提
案
を

行
う
た
め
の
一
助
と
し
て
、

す
べ
て
の
人
に
救
助

の
手
が
行
き
届
く
き

め
細
や
か
な
支
援
を
可
能
と

す
る
「
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
支
援
策
」
を
制
度
化

す
べ
き
で
は
。

「
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
支
援
策
」

は
支
援
窓
口
に
出
向
く
こ
と

が
難
し
い
被
災
者
や
、
本
来

支
援
が
必
要
で
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
声
を
上
げ
ら
れ
な
い

被
災
者
に
対
し
て
非
常
に
有

効
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
自
主
防
災
組
織
と
の
連
携

や
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

の
活
用
、
既
存
の
ケ
ー
ス
会

議
の
活
用
と
い
っ
た
方
法
で
、

被
災
者
を
支
援
で
き
る
も
の

制
度
の
概
要
や
提
案
の
進
め

方
、
提
案
書
の
作
成
ポ
イ
ン

ト
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
解

説
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
配

布
す
べ
き
で
は
。

ど
れ
程
に
制
度
そ
の

も
の
が
職
員
に
理
解

さ
れ
、
浸
透
し
て
い
る
か
は

疑
問
で
す
が
、
提
案
し
や
す

い
工
夫
を
検
討
し
ま
す
。

提
案
が
不
採
用
と
決

定
し
た
も
の
で
あ
っ

問

問

問

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

制
度
化
に
つ
い
て
は
現
時
点

で
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

27
自
主
防
災
組
織

リ
ー
ダ
ー
と
行
政
機

関
が
一
体
と
な
り
総
合
的
な

避
難
所
運
営
管
理
体
制
を
確

立
す
る
た
め
、
学
校
避
難
所

運
営
委
員
会
の
設
置
が
必
要

で
は
。

避
難
所
生
活
に
お
け

る
質
の
向
上
に
つ
な

が
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

災
害
時
の
備
え
と
し
て
、
先

進
事
例
の
情
報
収
集
を
行
う

な
ど
、
事
前
準
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

て
も
、
奨
励
と
し
て
提
案
者

を
報
奨
す
る
こ
と
は
評
価
さ

れ
ま
す
。

　
報
奨
内
容
を
、
積
極
的
な

よ
り
良
い
提
案
に
つ
な
が
る

新
た
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の

付
与
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

若
手
職
員
が
提
案
し

や
す
い
ス
タ
イ
ル
を

考
え
、
魅
力
を
感
じ
る
制
度

の
見
直
し
を
図
り
ま
す
。

問

総
務
課
長

総
務
課
長

災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と

　
　
　
　
　
避
難
所
運
営
に
つ
い
て

町
長

町
長
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一
般
質
問�

―
8
人
が
登
壇
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

志
し

田
だ

　德
とく

久
ひさ

  議員

パルク赤川

三川中学校に設置されている
クールダウン機

「パルク赤川」増水被害への対応は
町長　国へ要望を検討

三
川
町
か
わ
ま
ち
づ

く
り
整
備
事
業
で
整

備
さ
れ
た
施
設
に
お
け
る
赤

川
増
水
時
の
対
応
と
そ
の
後

の
復
旧
に
向
け
た
対
応
策
と

国
の
支
援
は
。

降
水
量
及
び
月
山
ダ

ム
・
荒
沢
ダ
ム
の
放

水
量
に
よ
り
施
設
の
浸
水
が

見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
被
害

を
最
小
限
に
抑
制
す
る
た
め
、

ト
イ
レ
を
移
動
す
る
な
ど
の

対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
浸
水
に
よ
り
施
設
に
支
障

が
生
じ
た
際
は
、
修
繕
等
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
費

用
は
施
設
設
置
者
で
あ
る
本

町
の
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

か
わ
ま
ち
づ
く
り
で

整
備
し
た
事
業
を
見

直
す
べ
き
で
は
。

小
中
学
校
で
、
５
月
、

６
月
に
お
い
て
近
年

暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
児

童
・
生
徒
の
熱
中
症
が
心
配

さ
れ
ま
す
が
「
暑
熱
順
化
」

へ
の
取
り
組
み
は
。

気
温
が
上
昇
し
て
い

く
時
期
で
あ
る
た
め
、

外
で
の
体
育
の
授
業
や
野
外

活
動
を
徐
々
に
増
や
し
、
子

ど
も
た
ち
の
体
を
暑
さ
に
慣

災
害
復
旧
の
修
繕
に

は
、
国
の
支
援
要
望

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

問

れ
さ
せ
る
機
会
を
整
え
て
い

ま
す
。

　
熱
中
症
対
策
と
し
て
は
、

小
中
学
校
の
ほ
と
ん
ど
の
教

室
に
エ
ア
コ
ン
が
整
備
済
み

で
あ
り
環
境
は
整
っ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
気
温
が
高
く
な
る
前
か
ら

熱
中
症
に
気
を
つ
け
る
た
め
、

全
校
集
会
を
通
じ
て
熱
中
症

と
は
何
か
、
そ
の
症
状
が
出

た
場
合
の
対
処
法
や
水
分
補

給
の
重
要
性
に
つ
い
て
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
校
内
に
暑
さ
指
数
や
温

問 町
長

町
長

　「
暑
熱
順
化
」
へ
の
対
応
は

度
・
湿
度
を
掲
示
し
、
子
供

自
身
が
そ
の
日
の
気
象
条
件

を
理
解
し
、
必
要
な
水
分
補

給
や
休
息
を
取
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
促
し
て
い
ま
す
。

野
外
活
動
等
で
暑
く

な
っ
た
場
合
に
備
え

て
、
三
川
中
学
校
に
設
置
し

て
あ
る
よ
う
に
ス
ポ
ッ
ト

ク
ー
ラ
ー
を
各
小
学
校
に
も

早
急
に
設
置
す
べ
き
で
は
。

全
小
学
校
に
今
年
度

予
算
で
計
画
し
て
い

ま
す
。

教
育
課
長

問

問教
育
課
長
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ま
た
、
長
い
年
月
に
伴
っ
て
老
朽

化
が
目
立
つ
が
天
井
を
支
え
る
と
と

も
に
災
い
を
防
ぎ
、
訪
れ
る
信
者
を

見
守
る
と
い
う
重
責
を
担
い
続
け
る

必
要
性
も
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
今
後
も
文
化
財
を
拝
見
し
町
民
に

も
魅
力
を
伝
え
る
事
が
出
来
れ
ば
と

感
じ
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
６
月
13
日
、
元
議
員
の

皆
さ
ん
と
共
に
視
察
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

　
今
回
は
、
横
山
下
の
八
幡
神
社
厨

子
（
ず
し
）
や
狛
犬
（
こ
ま
い
ぬ
）、

押
切
中
町
に
あ
る
耕
福
寺
の
力
士
像

を
拝
見
し
て
来
ま
し
た
。

　
三
川
の
文
化
財
の
歴
史
を
肌
で
感

じ
、
現
状
把
握
と
、
重
要
性
を
再
認

識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

横
山
下

　八
幡
神
社

　
八
幡
神
社
の
歴
史
は
古
く
、
奈
良

時
代
の
後
期
と
も
言
わ
れ
第
49
代
光

仁
天
皇
の
時
代
に
宇
佐
神
社
（
大
分

県
宇
佐
市
）
か
ら
こ
の
地
に
や
っ
て

来
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
神
社
の

内
殿
の
奥
に
は
桃
山
時
代
（
１
５
９

５
年
）
と
書
い
て
あ
る
小
さ
な
社
が

あ
り
、
建
築
史
上
大
変
貴
重
な
も
の

で
あ
り
ま
し
た
。

　
狛
犬
に
関
し
て
は
江
戸
時
代
（
１

６
１
８
年
）
の
墨
書
銘
が
あ
り
こ
れ

も
大
変
貴
重
な
資
料
で
す
。

　
三
川
町
で
は
昭
和
49
年
に
有
形
文

化
財
に
初
め
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
荒
田
宮
司
よ
り
文
化
財
を
守
る
た

め
、
地
域
全
体
の
協
力
無
く
し
て
は

維
持
出
来
な
い
旨
の
話
が
あ
り
ま
し

た
。押

切
中
町

　耕
福
寺

　
押
切
中
町
に
あ
る
、
耕
福
寺
で
は

力
士
像
を
拝
見
し
ま
し
た
。
迫
力
に

圧
倒
さ
れ
、
子
ど
も
の
頃
、「
悪
い

事
を
す
る
と
力
士
像
の
代
わ
り
に
天

井
支
え
さ
せ
る

ぞ
」
と
言
わ
れ
、

子
ど
も
心
に
怖
か

っ
た
思
い
出
が
蘇

り
ま
し
た
。

　
耕
福
寺
は
曹
洞

宗
の
庄
内
３
６
５

ヵ
寺
の
一
つ
に
な

る
寺
で
、
三
川
町

史
で
は
１
６
２
７

年
（
寛
永
４
年
）

に
押
切
地
区
に
開

墾
に
着
手
し
て
成
し
遂
げ
た
佐
藤
三

右
エ
門
が
社
寺
を
建
て
た
こ
と
に
始

ま
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
堂
玄
関
内
の
頭
上
に
鎮
座
す
る

三
体
の
力
士
像
は
、
い
ず
れ
も
一
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
の
大
き
さ
で
あ
り
、
と

て
も
表
情
豊
か
で
力
強
さ
と
存
在
感

に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

八幡神社の御由緒、社殿、文化財のほか、地域や社寺の
歴史について荒田宮司より説明

八幡神社に移設された戦没者慰霊

耕福寺の梁上に据えられた
三体の力士像

表情豊かな耕福寺の力士像

地域地域のの宝宝をを再認識再認識
退職議員との研修会退職議員との研修会退職議員との研修会

（
17
ペ
ー
ジ
ま
と
め
　
小
野
寺
　
正
樹
・
佐
竹
　
優
子
）
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所
管
課
等
研
修
　現
場
の
声
に
学
ぶ
行
政
運
営

（
18
〜
19
ペ
ー
ジ
ま
と
め

　土
田

　市
子
・
佐
竹

　優
子
）

◎
移
住
促
進
事
業
や
、
オ
ン

ラ
イ
ン
空
間
上
で
の
婚
活
イ

ベ
ン
ト
の
実
施
、
結
婚
新
生

活
支
援
事
業
な
ど
Ｍ
タ
ー
ン

戦
略
に
よ
る
人
口
減
少
対
策

を
展
開
し
て
い
る
と
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

◎
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に
つ

い
て
、
町
外
へ
の
運
行
の
要

望
が
あ
る
も
の
の
、
路
線
バ

ス
と
の
兼
ね
合
い
か
ら
、
現

状
は
実
現
困
難
で
あ
り
、
課

題
・
検
討
事
項
と
な
っ
て
い

る
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

自
主
防
災
会
を
中
心
に
地
域

住
民
で
助
け
合
う
体
制
を
構

築
、
消
防
団
員
に
も
期
待
し

て
い
る
。
自
主
防
災
訓
練
実

践
等
へ
助
成
も
実
施
し
て
い

る
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
町
職
員
の
人
材
確
保
策
と

し
て
職
場
体
験
や
チ
ラ
シ
、

S
N
S
等
を
活
用
し
て
い
る

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は

現
在
総
交
付
6
1
8
6
枚

（
87
・
6
％
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。

◎
国
保
制
度

　
定
年
延
長
な
ど
に
よ
り
被

保
険
者
が
減
っ
て
い
る
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
各
学
校
の
取
り
組
み

　
災
害
時
に
備
え
、
児
童
職

員
の
食
糧
を
備
蓄
し
て
い
る

取
り
組
み
や
、
縦
割
り
班
に

よ
る
活
動
で
主
体
性
や
思
い

や
り
を
育
む
な
ど
各
学
校
の

特
色
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

◎
目
指
す
子
ど
も
像

「
ふ
る
さ
と
三
川
に
想
い

を
よ
せ
、
共
に
輝
き
つ
づ
け

る
人
づ
く
り
」
と
い
う
三
川

町
教
育
目
標
、
目
指
す
子
ど

も
像
を
新
た
に
策
定
し
、
学

校
教
育
、
社
会
教
育
に
携
わ

る
方
々
が
同
じ
方
向
性
で
教

育
活
動
に
あ
た
る
方
針
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
㈲
田た

わ

ら
和
楽
が
導
入
し
た
バ
イ
オ
炭

の
製
造
装
置
が
３
月
よ
り
稼
働
。
廃

棄
さ
れ
る
も
み
殻
を
活
用
。
製
造
し

た
燻
炭
を
土
壌
改
良
剤
と
し
て
稲
作

に
利
用
、
CO2
削
減
に
貢
献
。

　
社
会
福
祉
法
人
タ
イ
ケ
ン
福
祉
会

が
４
月
に
開
所
し
、
約
50
名
の
横
山

小
学
校
の
児
童
が
利
用
し
て
い
る
。

最
大
80
名
の
受
け
入
れ
が
可
能
と
の

こ
と
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

企
画
調
整
課

総
務
課

教
育
委
員
会

視
察
研
修
報
告

町
民
課
・
会
計
課

バイオ炭製造工場（横川）ウェルネス学童クラブみかわ（三本木） 6/19

ふるさと学習ふるさと学習

移住促進事業移住促進事業

教育目標 「三川の子ども像」 示される教育目標 「三川の子ども像」 示される
5月13日～5月14日、6月19日～20日、各所管課より、5月13日～5月14日、6月19日～20日、各所管課より、

各テーマによる町の計画・課題等について説明を受け、意見交換を行いました。各テーマによる町の計画・課題等について説明を受け、意見交換を行いました。
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所
管
課
等
研
修
現
場
の
声
に
学
ぶ
行
政
運
営

◎
予
防
接
種
事
業

　
中
学
生
を
対
象
に
し
た
ピ

ロ
リ
菌
検
査
の
事
業
を
行
う

こ
と
に
な
っ
た
経
過
や
、
内

容
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

◎
地
域
包
括
ケ
ア

　
町
内
会
出
前
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
拡
大
で
、
地
域
の
繋

が
り
強
化
が
必
要
と
の
認
識

を
共
有
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
計
画
策
定
の
経
過

や
、
児
童
虐
待
の
対
応
状
況
、

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

◎
町
道
舗
装
計
画

　
修
繕
計
画
や
、
有
利
な
起

債
を
活
用
し
た
財
源
確
保
策

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
限

ら
れ
た
予
算
で
、
今
後
ど
の

よ
う
に
維
持
を
図
る
の
か
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

◎
空
き
家
の
利
活
用

　
解
体
が
進
ま
な
い
背
景
や
、

対
策
と
し
て
相
続
財
産
清
算

制
度
の
活
用
に
つ
い
て
な
ど

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

◎
パ
ル
ク
赤
川

　
公
園
と
し
て
の
価
値
を
高

め
る
維
持
管
理
に
つ
い
て
の

要
望
等
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

◎
「
水
張
り
問
題
」
水
田
活

用
の
直
接
支
払
交
付
金
の
制

度
変
更
へ
の
対
応
や
、
現
状

に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

◎
「
地
域
計
画
」

　
策
定
に
あ
た
り
農
業
者
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た

が
「
10
年
後
も
現
状
維
持
」

と
の
回
答
が
多
く
、
農
地
の

集
約
に
向
け
た
マ
ッ
チ
ン
グ

に
繋
が
っ
て
い
な
い
現
状
な

ど
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
改
善
に
向
け
た
調
査
、
協

議
の
場
に
つ
い
て
な
ど
、
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

◎
人
手
不
足
問
題

　
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
、

事
業
者
が
抱
え
る
働
き
手
確

保
へ
の
課
題
、「
タ
イ
ミ
ー
」

と
の
連
携
に
つ
い
て
説
明
。

　
ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
を
中

長
期
的
な
採
用
に
繋
げ
て
い

く
こ
と
を
期
待
す
る
声
や
、

町
内
事
業
者
へ
の
支
援
な
ど

の
要
望
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　
犬
猫
を
保
護
し
、
譲
渡
事
業
等
を

行
う
山
形
県
庄
内
保
健
所
の
施
設
で
、

４
月
に
開
所
。
餌
や
り
等
業
務
は
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
。
防

音
・
防
臭
に
配
慮
さ
れ
た
建
物
。

　
㈲
和の

ど
かが
町
民
か
ら
の
要
望
を
受
け

設
立
し
、
４
月
よ
り
７
名
が
利
用
し

て
い
る
。
障
が
い
を
持
つ
小
中
高
生

を
対
象
に
、
個
々
に
合
わ
せ
た
発
達

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

産
業
建
設
厚
生
常
任
委
員
会

健
康
福
祉
課

子
育
て
支
援
室

建
設
環
境
課

産
業
振
興
課
・
農
業
委
員
会

庄内地区動物愛護センター（袖東町）放課後等デイサービス　ハーモニー（袖東町）

研修風景研修風景

買い物代行支援（上町）買い物代行支援（上町）

道路舗装工事道路舗装工事

教育目標 「三川の子ども像」 示される教育目標 「三川の子ども像」 示される
5月13日～5月14日、6月19日～20日、各所管課より、5月13日～5月14日、6月19日～20日、各所管課より、

各テーマによる町の計画・課題等について説明を受け、意見交換を行いました。各テーマによる町の計画・課題等について説明を受け、意見交換を行いました。
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参加者の笑顔を励みに
猪子米寿サロン猪子米寿サロン猪子米寿サロン猪子米寿サロン猪子米寿サロン猪子米寿サロン猪子米寿サロン猪子米寿サロン猪子米寿サロン猪子米寿サロン

読みやすい『UDフォント』を使用しています。 20

編
集
室

　
今
年
も
議
場
に
町
内

　
今
年
も
議
場
に
町
内

の
小
学
６
年
生
が
訪
れ
、

の
小
学
６
年
生
が
訪
れ
、

懇
談
会
が
行
わ
れ
ま
し

懇
談
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
毎
年
、
子
ど
も
た

た
。
毎
年
、
子
ど
も
た

ち
の
発
想
に
関
心
さ
せ

ち
の
発
想
に
関
心
さ
せ

ら
れ
ま
す
。

ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
テ
オ
ト
ル
に

　
ま
た
、
テ
オ
ト
ル
に

於
い
て
の
「
議
員
と
語

於
い
て
の
「
議
員
と
語

る
会
」
に
も
多
く
の
町

る
会
」
に
も
多
く
の
町

民
の
方
に
参
加
い
た
だ

民
の
方
に
参
加
い
た
だ

き
、
貴
重
な
意
見
を
聞

き
、
貴
重
な
意
見
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
町
民
の
み
な
さ
ん
の

　
町
民
の
み
な
さ
ん
の

声
が
、
町
づ
く
り
の
大

声
が
、
町
づ
く
り
の
大

き
な
力
に
な
り
ま
す
。

き
な
力
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
身
近
な
存

こ
れ
か
ら
も
身
近
な
存

在
と
し
て
、
議
会
の
動

在
と
し
て
、
議
会
の
動

き
を
し
っ
か
り
発
信
し

き
を
し
っ
か
り
発
信
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
ど

て
い
き
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

し
ま
す
。

 

鈴
木

　
重
行

鈴
木

　
重
行

猪
子
米
寿
サ
ロ
ン
の
活
動

は
、
14
年
を
経
過
し
ま
し
た
。

発
足
か
ら
継
続
し
て
い
る
キ

ー
パ
ー
ソ
ン
の
方
々
か
ら
ア

ド
バ
イ
ス
を
頂
き
、
6
人
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

年
間
6
回
の
開
催
で
、
参

加
人
数
は
20
〜
25
人
ぐ
ら
い

で
す
。
午
前
中
に
軽
ス
ポ
ー

ツ
や
ゲ
ー
ム
、
ま
た
講
師
を

招
い
て
健
康
教
室
、
出
前
講

座
、
歌
謡
シ
ョ
ー
、
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ケ
ア
音
楽
療
法
な
ど

を
行
い
、
昼
食
を
頂
き
、
そ

の
後
、
午
後
2
時
ま
で
茶
話

会
を
し
て
閉
会
に
な
り
ま

す
。12

月
の
最
終

回
は
干
支
づ
く

り
を
し
て
、
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で

盛
り
上
が
り
ま

す
。
も
ち
ろ
ん

豪
華
景
品
が
あ

り
ま
す
。（
笑
）

参
加
者
の
年

齢
が
80
歳
以
上

と
決
ま
っ
て
い

る
の
で
、
身
体

に
負
担
が
か
か

ら
な
い
こ
と
、

皆
さ
ん
が
参
加

で
き
る
こ
と
を

考
慮
し
て
、
開
催
日
、

活
動
内
容
、
昼
食
メ
ニ

ュ
ー
を
相
談
す
る
の
で

す
が
、
こ
れ
が
最
も
難

し
く
、
長
時
間
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
参
加

者
が
、
よ
り
楽
し
ん
で

く
れ
た
ら
と
思
う
気
持

ち
が
一
緒
な
の
で
、
沢

山
の
ア
イ
デ
ア
が
出
て

く
る
か
ら
で
す
。

男
性
の
参
加
者
が
い
な
い

の
と
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
仲

間
が
増
え
な
い
の
を
除
け

ば
、
楽
し
く
活
動
で
き
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

「
楽
し
か
っ
た
よ
」「
お

い
し
か
っ
た
よ
」
と
声
を
か

け
て
も
ら
う
と
、
と
て
も
励

み
に
な
り
、
お
手
伝
い
が
で

き
て
良
か
っ
た
と
思
う
し
、

大
き
な
笑
い
声
や
会
話
が
弾

ん
で
い
る
様
子
を
見
て
い
る

と
、
長
く
元
気
で
参
加
し
て

も
ら
え
る
よ
う
身
の
丈
に
合

っ
た
活
動
を
続
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　猪
子
米
寿
サ
ロ
ン

　
　
代
表

　
鈴
木

　
良
子

が
ん
ば
っ
て
ま
す

シ
リ
ー
ズ
64

町
内
の
団
体
紹
介

（
20
ペ
ー
ジ
ま
と
め

　
鈴
木

　
重
行
）

発
行
責
任
者

議
会
議
長

　
町
野

　
昌
弘

委
員

　
鈴
木

　
淳
士

編
集

　
広
報
常
任
委
員
会

委
員

　
小
野
寺
正
樹

委
員
長

　
砂
田

　
　
茂

委
員

　
土
田

　
市
子

副
委
員
長

　
鈴
木

　
重
行

委
員

　
佐
竹

　
優
子

琴
平
神
社
（
猪
子
）

子
ど
も
巫
女
舞

表
紙
の
写
真


